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目次

（ ）の概要
用鋼製デッキプ
性 の紹介
会開催
報交換会開催

平成 年度
（

紹介する。

産業
の概要

安全

刊行の産業安全研
）に収録された論文の

究所
概

研究所研究報告

研究

研究報告
要を以下に

遠心場

関する

掘削

地盤や

可

研

豊

工

土

盤の変形

（ ）

所の動き

動土留め装置を用いた壁

究

澤康男 伊藤和也 スレン

事における災害を予測し

留め壁の変形と壁面土圧

特性等についての知見が

面

ダ

防

の

必

土圧の発生機構に

ラ タムラカル

止するためには，

相互作用，背面地

要となる。しかし，

安全制御用

安全制御
際安全規格
フィールド
基礎的安全

フィ

に関
の要
バス
要

をベースとする

ールドバスの基礎的安全
齋藤剛，中村

する既往の研究，なら
求事項に基づき，安全
がフェールセーフ性を
件を明らかにした。さら

要件
英夫
びに
関連
確保
に

安全制御用フィールドバス

とその考察
，三浦大樹
関連する国
情報を扱う
するための
， バス

これら

計測さ

留め壁

可動土

強制変

壁面土

の

れ

の

留

位

圧

を利用して 土留め壁

関係は非常に複雑で設計

る挙動が異なることも多

変形を高精度に制御する

め装置を製作し，遠心場

実験を行うことにより土

等の発生機構について検

時

い

こ

に

留

討

の変形モードが異なってい

の予測と施工中に

。本研究では，土

とができる遠心場

おいて土留め壁の

め壁の変位に伴う

した。その結果，

ても土圧合力はほ

バス接続が
障検知時間
果，現行の
は可能であ
ることを指
器側プロセ
方式冗長化

可能
に着
国際
るも
摘し
ッサ
構造

当性を確認した

な安全制御機器のモデ
目した動作確認実験を
安全規格で要求される
のの，さらに応答性の
た。また，安全性能に
の構成として，チェッ
を提案し，故障分析の

ルを
行っ
安全
向上
配慮
クポ
結果

。

試作し，故
た。その結
性能の達成
が必要とな
した接続機
イント同期
からその妥

ぼ一定

土圧を

におけ

響を受

壊災害

形状態

要であ

値

超

る

け

を

と

る

に収束するが，土留め壁

える土圧が作用する場合

壁面土圧・背面地盤変形

ることなどを示した。掘

防止するためには，この

土圧の発生の関連性を理

。

上

が

領

削

よ

解

部や中央部に静止

あること，砂地盤

域は施工過程の影

時における土砂崩

うな土留め壁の変

しておくことが重

二次元局所
レッチゾー

フラクタ
た。フラク
フィンフラ

ン幅

ル解
タ
クタ

タル次元と比較

数を利用した破面特性
の定量解析による 推

山
析は破面特性化に幅広
ルの概念を拡張した
ル性を示すパラメータ
して破面特性化に有効

化
定
際謙
く用
数
であ
であ

手法とスト
への応用
太，本田尚
いられてき
は，自己ア
り，フラク

新しく

強度に

盛土

して盛

強度，

研究はることが示

開

つ

スレ

の

土

改

発した引張り試験装置に

いて

ンダラ タムラカル，

施工中や斜面掘削時に引

や斜面が崩壊することが

を直接測るのは難しく

良した土や強度が大き

よ

豊

張

多

，従

い土

る粘性土の引張り

澤康男，伊藤和也

りクラックに起因

く見られる。引張

来のほとんどの

を対象としてい

されている
数を二

ついて述べ
を検証する
の測定を行
かっており
そして，目

数によ

。
次
た
た
っ
，破
視
り

とができた。

本論文では，従来用いら
元に拡張した。まず，そ
。そして，二次元局所
めに 限界ストレッチゾ
た。 は と相関が
断荷重推定に重要なパラ
により計測した と
求めた幅は誤差が

れ
の

ーン
あ
メ
，
以内

従って，定量的に を評

てきた局所
計算手法に
数の有効性
幅（ ）
ることがわ
ータである。
二次元局所
で求めるこ

る。本

とシル

粘土

自に開

クショ

乾燥密

％の

価できた。
混合試

研

ト

）

発

ン

度

と

料

究では不飽和土（関東ロ

，土と砂，シルトと砂）

の をより正確に簡単に

し，引張り強度を一軸圧

と比較した。関東ローム

が高くなるにつれ増加

き強度が最大になり，

では細粒分の混合割合が

ーム

）及

測れ

縮

の

する

多

と混合試料（土

び飽和土（

る試験装置を独

強度， と初期サ

場合， と とも

。含水比が

は となった。

いほど，また，細

また， と
る比例関係
の評価を

の
を
行う

関係は，これまでの研究
みたし，二次元局所
ことができた。

で
数
わかってい
を用いて，

粒分粒

粘土で

る傾向

径

は

が

が小さいほど と が増

，圧密応力が高くなるに

みられ， の比は と

加

つ

な

する。飽和

れ と が増加す

った。
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コンテナクレー

年 月

ンとジブクレーンの耐震性に

高梨成次
日に発生した兵庫県南部地

関する研究

，日野泰道
震によって

調査と
一つと

い
し

定周波数

う観点から本手法は導電
て有効な方法になると考
，測定電圧，絶縁電線に

性
え
巻

障害の検出方法の
られる。なお，測
くアルミ箔の幅等

コンテナクレー
した。コンテナ
傷を受けた。
ミュレーション
法である震度法
計算を実施する
形挙動時の応力
に，重心位置を

ンとジブクレーンに多大な
クレーンはロッキングによ
被害状況を振動台実験及び
によって再現した。又，現
の限界を示すと共に線形領
ことによって，ロッキング
状態を推定できることを示
下げることによって耐震性

被害が発生
り脚部が損
数値解析シ
行の設計方
域での応答
を伴う非線
した。さら
能の向上が

の最適
想され

背面が

背面
を抵抗

化
る

接

が
と

求めた表

を進めることにより，相
。

地された材料の帯電防止

接地された円形状または
容量の分布回路網でモデ

関

性

長
ル

面電位分布の定常および過

性は高くなると予

能評価の理論

大澤 敦
方形状の薄い材料
化して，解析的に
渡解を，帯電防止

図れることを示
スより上部が落
固有周期は非常
ず現行の設計法
とを示した。

空気輸送粉体用

した。ジブクレーンでは，
下する被害が発生した。同
に短いため，複雑な応答計
である震度法で十分に検討

自己放電式除電器の開発

児玉勉 山隈瑞樹 鈴木輝

ローラーパ
クレーンの
算等を要せ
ができるこ

夫 最上智史

性能を
面電位
方形）
））に

価と設
でなく
めた解

特
分
あ
強
計
，
は

容量，あ

徴付ける漏洩抵抗と電荷
布，漏洩抵抗および電荷
たりの表面抵抗と体積抵
く依存することが示され
の指標として，単に表面
その抵抗比 が重要であ
単位面積（正方形）の表

緩
緩
抗
，
抵
る
面

るいは表面抵抗率，体積抵

和に応用した。表
和が単位面積（正
の比 （ （
帯電防止材料の評
抗と体積抵抗だけ
ことを示した。求
抵抗，体積抵抗，
抗率，誘電率，そ

空気輸送粉体
を着火源とする
填パイプに取り
した。開発した
された放電針を
を取り付けたも
性短管の帯電を
実規模実験の結

を充填するサイロにおいて
粉塵爆発を防止するため，
付ける自己放電式粉体用除
除電器は絶縁性短管の円周
内蔵する数本のエアノズル
のであり，高電圧電源の代
利用して除電用のイオンを
果，絶縁性短管は粉体との

静電気放電
サイロの充
電器を開発
上に，接地
イオナイザ
わりに絶縁
生成する。
摩擦で帯電

して寸
製品の

中波に

界測定

電磁

法
性

よ

と

界
指針など

によって表されているの
能評価および設計に有効

ってラフテレーンクレー

対策の一検討

の生体への影響が懸念さ

で
な

ン

れ
が出されていることから，

，帯電防止材料や
ものである。

に誘起される電磁

冨田 一
ており，電波防護
クレーン作業に従

し，帯電極性が
ことが確認され
近い素材を絶縁
より同じく負
る。一例として
除電器は ペ
た。

粉体と一致するときに除電
た。例えば帯電列の負極性
性短管に使用すれば，配管
極性に帯電する粉体の除電

（テフロン）パイプ
レットに対して優れた除電

効果がある
側エンドに
との摩擦に
が可能であ
を使用する
性能を示し

事する
な電磁
レーン
におい
の結果
測定さ
に実施

作
界
ク
て
，
れ
可

形成する

業者への情報提供，クレ
暴露の現状把握を目的と
レーンを用いて，中波の
，フック周囲での電磁界
フック近傍では
た。この電界を緩和する
能な方法として，車体部

ー
し
強
強
を超
た
分

手法を適用した結果

ン作業での典型的
て，実機のラフテ
い電界強度環境下
度を測定した。そ
える電界強度が
めに，現場で簡便
で並列共振回路を
に減少した。

信号用配線に接

接触不良を予
因が接触不良で
抗を接触部を含
極に外部から高
ダンスをコンデ
換え，抵抗成分

続されたコネクタの接触不

本山建雄，冨田一
想される障害が発生した場
あるかを診断する方法とし
む絶縁電線にアルミ箔等で
周波電圧を印加し，測定し
ンサ成分と抵抗成分の直列
から接触抵抗を算出する手

良検出

，中田健司
合，その原
て，接触抵
作成した電
たインピー
回路に置き
法を提案し

現在
型枠と
る。通
場合を

，床
し
称
除

トなどで

プ
安全
レー

スラブ用の生コンクリ
て鋼製デッキプレート
は フラットデッキ と
き，下階からフラットデ

ート
が広
呼
ッ

支える必要がないことから

資料 床
ト（フラットデッキ

型枠
）の

を打設する際に，
く使用されてい
ばれ，長スパンの
キをパイプサポー
，作業性，経済性

用鋼製デッキ
安全性 の紹介

た。本報告では
能であること，
抵抗素子の測定
を示した。更に
触抵抗を測定
オームメータ
性があることを

，先ず解析解から接触抵抗
及び，接触抵抗を模擬した
結果は，解析結果と相関性
，加速劣化させたジャンパ
し， 以上の接触抵抗に
（標準測定器に対応）の測定
示した。導電性不良による

の測定が可
炭素皮膜の
があること
コネクタ接
おいてミリ
値との相関
障害の原因

の面で
コンク
造でも
業中に
故が数
トデッ
ろ，下

利
リ
広
フ
多
キ
記

点があり，鉄骨（ ）造建
ート（ ）造，鉄骨鉄筋
く使用されるようになっ
ラットデッキが崩壊し，
く発生したため，当研究
の設計法の調査及び強度
のことが判明した。

物だ
コン
た
労
所
試

けでなく，鉄筋
クルート（ ）

。しかし，施工作
働者が死傷する事
において，フラッ
験を実施したとこ
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社団法人公

発行の指針

共建築協会編，フラットデ

，から安全率を計算すると

ッキ工業会 技術支

設計上は や第一

援

線

等を積極的に実施するた

の安全管理者等の方々と

め

の

毎年度 業界団体

間で情報交換を行

を使用し

している

重に比べ

本試験

部固定な

さ

で

てい

が，

て，

結果

し

で平

で作業

る。また 鉛直荷重を等

中央に荷重が集中する

曲げモーメントの大き

から求めた実際の材料

の条件（ 造， 造）

均安全率 ，

であった。したが

分布

場合

さが

の安

で

って

る。リスクが最も大きくな

荷重で計算

は等分布荷

倍になる。

全率は，端

は，鋼板厚

で ，

，鋼板厚さ

い 研

設けて

今年

科会か

換会を

科会の

事より

究所

い

度

ら

開

講

後 参加者

の業務に関する要望や

る。

は 日本粉体工業技術協

名の参加を得て 平成

催した。当日は 所内の

演会に引き続き 情報交

独立行政法人としての研

意見

会の

年

研究

換会

究

から意見をいただいた。

を把握する場を

電子写真技術分

月 日に情報交

施設の見学 当分

が行われ 飛鳥理

所の活動 の説明

造のス

さ

で

ほど，安

を超え

ト溶接な

わらず作

ポ

で平

全率

て

どで

業リ

かかり代

ット溶接による端部固定

均安全率 ，

となった。鋼板の

が高まる。いずれにして

いる。フラットデッキの

固定された場合には，

スクは比較的小さい。

で

厚さ

も

端

鋼板

狭から と と

は，鋼板厚

で ，

が厚くなる

，安全率は，

部がスポッ

厚さにかか

いた

サービ

有益な

与の方

関する

また

究活動

だ

ス

情

法

当

情報

を

くなるにつ されてい

いた主な意見は 当所

に関して 災害事例のデ

報の公開への要望 共同

などであった。さらに

所の研究活動についての

交換会後のアンケート

理解していただき さら

の研

ータ

研究

トナ

要

の結

なる

ることが分かった。

究成果の公開と

ベース化とその

や研究施設の貸

ーの爆発災害に

望をいただいた。

果から 当所の研

情報発信を期待

れて デ

，デ

減少する

が で

（減

かり代を

破壊し崩

ッキ

ッキ

。全

少率

充分

落す

リブの支圧

でかかり代 時の

で と ，デッキ

デッキについてまとめ

（減少率 ），かかり

）となる。端部固定

に取らない場合は，フ

るリスクがある。

強

で

ると

代

な

ラッ

強度は，試験結果から十分

度の と

と に

，かかり代

が で約

しでは，か

トデッキが

に大きいこ

（研究企画調整部 池田博康）

とが判明

以上より

る設計法（

られる。ま

厚さが異な

でなく管理

して作業す

した

，現

安

た，

るも

上の

る場

（境界領域・人

。

在の降伏点強度を許容

全率 ）について再検討

強度試験中に製品の表

のもあった。このこと

問題点もあり，フラッ

合には十分に注意する

引張

が

示厚

から

トデ

必要

間科学安全研究グループ

研究

表彰

応力度とす

必要と考え

さと実際の

，強度だけ

ッキを使用

がある。

永田久雄）

情報交換会の様子

所の動き

厚生省

厚生労働

価が厚生労

において行

業安全研究

労

省所

働省

われ

所の

が 月 日の第

働独立行政法人評価委

轄の独立行政法人研究

独立行政法人評価委員

月 日の第 回調査

平成 年度実施業務に

員

所に

会調

研究

対す

回調査研究部会では中期

物理工

論文 空

解析

及び平面

気設備学

第 回電

おいて表

会開催

ついての評

査研究部会

部会では産

る個別評価

計画中の実

学安全研究グループ研究員

気流中におけるパルス性

及び 電磁調理器の磁束

導体内電流流路の考察 が

会学術部門論文賞及び論文

気設備学会通常総会（平成

彰された。いずれの論文も

市川紀充らによる

負コロナ放電の

分布と温度分布

第 回社団法人電

奨励賞を受賞し，

年 月 日）に

学術的に高い内容

施業務に対

審議された

産業安全

題を捉え 労

す

。

研

働

平成
開催

年

る暫定評価（ 年終了時点

（研究企画調整

究所では 産業界における

現場のニーズに対応した

で

部

安

調

度産業安全に関する情

であるこ

への電磁

が期待さ

学位授

機械シ

が平成

の評価）が

前田 豊）

全上の諸問

査及び研究

報交換会

とが認められたものであり

ノイズ等による障災害防止

れる。

（物理工学安全研究グル

与

ステム安全研究グループ主

年 月 日 日本大学から

，今後，産業機器

に活用されること

ープ 本山建雄）

任研究官梅崎重夫

産業機械における
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⑷

独立行政法人産業安全研究所

災害防止手法の

の開発に関する

考察と高機能型光セン

研究 により 博士（工

シン

学

グ保護装置

）号を授与

（ ）

された。

（機

誌上発表

） 安藤隆

研究所化

） 永田久

械シ

之

学安

雄

安全上の留

ステム安全研究グルー

グループ紹介 独立行

全研究グループ

床型枠用フラットデッ

プ

政法

キの

意点，建設労務安全

）

口頭発

） 本山

ける接

） 冨田

感電災

） 本山

吉久悦二）

人産業安全

崩落災害と

表

建雄，冨田一ほか 信号用

触状態の診断， 月 日，電

一 本山建雄ほか 配

害について， 月 日，同上

建雄 冨田一 崔光石ほか

電路の接続部にお

気学会全国大会

電電圧における

にお

） 永田久

全スタッ

） 梅崎重

ニュ

） 松井英

学会設立

雄

フ

夫

ース

憲ほ

の経

業界指針の安全係数

プレス機械における災

基礎講座

か 新法人特定非営利

緯，安全工学

で

害

活動

ける感

） 島田

テムに

会年会

） 齋藤

フェー

報通信

） 呂

は危険，安

防止対策，

法人安全工

電危険性の比較，同上

行恭ほか 自立分散型バッ

おける洗浄の検討， 月 日

剛ほか 産業用セーフティ

スの安全要件とその実現，

学会総合大会

健 濱島京子 石原浩二

チ運転管理シス

，第 化学工学

バスとインター

月 日，電子情

静止画像による腕

） 前田豊

） 山隈瑞

定，安全

） 豊澤康

労働災害

樹

工学

男

の

） 山隈瑞樹

新法人としての活動の

エアレス塗装機使用時

同上

伊藤和也 切土法面の

傾向，労働安全衛生

浸透探傷試験時の静電

展

の噴

土砂

広報

気

ジェス

子情報

研究会

） 呂

域作業

報通信

）

望，同上

霧帯電量測

崩壊による

災害 スプ

チャーの認識可能性につい

通信学会ヒューマンコミニ

健 濱島京子 ステレオカ

空間における人体検出法，

学会安全性研究会

て， 月 日，電

ュケーション基礎

メラを用いた広

月 日，電子情

月

レー缶の

）

）

帯電現象及び災害防止方法， 日，

） 斎藤

セージ

日，

） 池田

準化 ，

） 板垣

分析，

検査技術 第 回応用物理学関係連合

耕一，大幢勝利ほか 共通

の意図をもれなくくみ取る

情報学基礎研究会合同研究

博康 特別講演 自動回転

月 日， 実践研究

晴彦 化学プロセスにおけ

月 日，日本火災学会研究

発表会

認識の欠けたメッ

ための研究， 月

会

ドアの安全と標

会

る爆発・火災の

発表会

国際研究

）

集会

）

発表

） 八島

上

） 熊崎

的挙動

） 斎藤

取る為

月 日

正明 ハイブリッド混合物

美枝子ほか アゾ ル金属

に関する研究（ ）， 月 日

耕一 大幢勝利ほか 意図

のリスクコミュニケーショ

，第 回日本認知心理学会大

の爆発特性，同

錯体硝酸塩の熱

，日本火薬学会

を漏れなくくみ

ン支援の研究，

会
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